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Service 交換留学生としての米国での高校生活体験か
ら得た人生観から芽生えた国際貢献への気持ち，そし
て，その後の世界各地での紛争の実態，そして平和の
大切さが，自らの経験の中から伝えられ，参加者の心
に深い感銘を与える講演となりました．
　永く我が国における，小児保健の実践と学術的リー
ダーであった，平山宗宏東京大学名誉教授による基調
講演「わが国の小児保健　百年の歩み―戦後50年で乳
児死亡率を世界最低にできた背景を考える―」では，
第２次世界大戦後，20世紀後半の我が国における小児
保健のレベルの目覚ましい向上とその背景が述べられ
ました．平山先生をはじめとする先駆者の方々の想い
やご努力を，子どもたちの幸福のために，今後，現場
で小児保健に携わる人々は継続し，引き継いでほしい
というメッセージが込められていました．特別講演は，
小谷信行先生（松山赤十字病院副院長）による「地方
都市における成育医療の試み～多職種のメンバーの
協働の大切さ」，谷池雅子先生（大阪大学・金沢大学・
浜松医科大学連合小児発達学研究科教授）による「科
学的視点をもって発達障害児を支援する」，清野佳紀先
生（大阪厚生年金病院名誉院長／岡山大学名誉教授）
による「医療現場におけるワークライフバランスの重
要性」，森島恒雄先生（岡山大学大学院医歯薬学総合研
究科小児医科学教授）による「院内感染で重要な小児
感染症」の何れも，現在の小児医療・保健・福祉にお
いて重要なテーマを取り上げた４講演が行われまし
た．更に教育講演として「子どもと家族を支える小児
保健サービス」，「こどもが突然倒れた！救急車が到着
する前に何ができるか？」「背の低いこどもの見方」
「エビデンスのための統計学の基礎」，「グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ入門」の５講演，指定講演
として「山梨県における小児救急体制『山梨システム』
の構築」が行われました．
　シンポジウムでは，「ふだんのかかわりから始める
発達支援～ 多職種が連携した子育て支援の輪の中
で～」，「小児がん患者と家族および，子育て世代のが
ん患者とその家族の支援」，「性同一障害診療の実際と
子どもに関する課題」，「こどものころから大切にした
い，歯，目，耳～豊かな老後のために」，「ワクチンで
防ぐこどもの病気」の５つのテーマが取り上げられ，
いずれの会場においても，シンポジストの方々の心の
こもった講演，それに引き続く熱心なディスカッショ
ンが続きました．
　一般演題は236題の応募があり，全演題の発表が口演
で行われました．日頃の小児保健活動の実践，あるい
は研究成果の発表が続き，各会場で，明日に続く質疑
応答が行われました．
　今回の学術集会には，全国から，1,000人を超える，
医師，歯科医師，看護師，保健師，養護教諭など教育
関係者，保育園・幼稚園関係者，行政関係者など多く
の職種の方々のご参加がありました．心から御礼を申
し上げます．
　また，開催にあたり，学術ランチ企画をはじめ，多
くの企業のご支援を受けました．最後になりましたが，
プログラム選定委員を務めていただいた諸先生，学会
運営に携わっていただいた，岡山大学医学部保健学科
学生，大学院保健学研究科教員，岡山大学小児科スタ
ッフの皆様，特に学術集会事務局長を務めていただい
た，岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児医科学　
塚原宏一准教授に，厚く御礼申し上げます．
